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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄積メディアに蓄積された複数のデータ・ユニットを処理するシステムを制御する方法
であって、
　上記システムは、標準再生モード、ランダム再生モード、およびプログラムされる再生
モードを含む複数の実行可能な再生モードの中の１つに従って、上記データ・ユニットの
シーケンスを処理するように適合化されており、
（Ａ）再生動作モードの期間に、上記複数の再生モードの中の１つに従ってデータ・ユニ
ットのシーケンスを再生するステップと、
（Ｂ）上記実行可能な再生モードの中のどの再生モードが、上記蓄積メディア上の上記デ
ータ・ユニットの再生中に実行するために実際に利用可能であるかを判定し、前記実際に
利用可能な再生モードを表示するオンスクリーン・ディスプレイ・メニューを作成するこ
とによって、再生動作モードの期間に、データ・ユニットの現在のシーケンスの再生を中
断することなく、デフォルト・シーケンスを表す標準再生モード、ランダム・シーケンス
を表すランダム再生モード、およびユーザによって指定されるシーケンスを表すプログラ
ムされる再生モードを含む上記複数の再生モードの中の実際に利用可能な他の１つを選択
する機会をユーザに与えるステップと、
（Ｃ）新しい再生モードのユーザによる選択に応答して、この新しく選択された再生モー
ドに従って上記データ・ユニットの再生シーケンスを変更するステップと、
を含む、前記方法。
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【請求項２】
　ステップ（Ｂ）は、ビデオ表示の背景部分におけるデータ・ユニットの再生を見続けな
がら、ユーザが複数の再生モードの中の１つを選択することができるようにする、重ね合
わされたメニューを含むオンスクリーン表示メニューをビデオ表示ユニット上に発生する
ステップを含むものである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ステップ（Ｂ）の前に、再生動作モードの期間に、上記複数の再生モードの中の１つの
選択を可能にする動作モードが可能にされたかどうかを判定するステップが来て、
　再生動作モードの期間に、上記複数の再生モードの変更を可能にする上記動作モードが
可能にされた場合にだけステップ（Ｂ）および（Ｃ）を実行する、請求項２に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、ディジタル・ビデオ装置用のユーザ・インタフェースに関し、特に、ユーザに
よって選択された再生モード（ｐｌａｙｍｏｄｅ）に従って複数のデータ・ブロックを処
理することができるディジタル・ビデオ装置用のユーザ・インタフェースに関する。
【０００２】
ディジタル圧縮されたビデオおよびオーディオ情報が記録されている蓄積メディアを用い
るビデオ信号処理システムは、そのようなメディアに蓄積されたビデオ・タイトル（ｖｉ
ｄｅｏ　ｔｉｔｌｅ：ビデオの名称）の再生を制御するための膨大な数のオプション（ｏ
ｐｔｉｏｎ：任意選択）をユーザに与えることができる。急速に普及しつつあるそのよう
な１つのシステムは、ディジタル・ビデオ・ディスク（ＤＶＤ）仕様に従って蓄積された
情報を処理するように適合化されたビデオ・ディスク・プレーヤからなる。ＤＶＤフォー
マット化されたディスク上の情報は、適用可能なビデオおよびオーディオ・データ圧縮標
準に従って個別のデータ・パケットとして記録されている。指定されたパケットは、例え
ば択一的ビデオ・アングル（角度）、オーディオ・トラック、サブピクチャ・ストリーム
、等のような種々のデータストリームに関連付けられたデータを担持する。ＤＶＤフォー
マット化されたディスクを読み取るビデオ・ディスク・プレーヤは、或るデータ・パケッ
トを表示しその他のパケットをスキップする（飛び越す）ように制御されればよい。この
ようにして、ＤＶＤシステムを用いて、特定のディスク上の情報に無許可でアクセスする
ことを防止することができ、ユーザの命令（コマンド）に従って、例えば複数のカメラ・
アングルおよびストーリ・エンディングのようなビデオ・タイトルの多数の変形（バリエ
ーション）を継ぎ目なく与えることができる。
ＥＰＯ（欧州特許庁）第０８４７１９７Ａ号には、非連続的システム時間情報を含むビッ
トストリームを継ぎ目なしに生成する装置が記載されている。特に、ＥＰＯ第０８４７１
９７Ａ号には、複数のシナリオから選択された１つのシナリオに従って生成できるマルチ
メディア・ビットストリームを符号化する作成システムが記載されている。そのシナリオ
は再生中に変更でき、即ち、ユーザによる新しいシナリオの選択に応答して最も新しく選
択されたシナリオに従って新しいマルチメディア・シナリオが動的に生成される。所望の
シナリオに従ってタイトル・コンテンツを再生しながら、その複数のシナリオの中の任意
の１つを動的に選択して再生することもできる。
【０００３】
ＤＶＤシステムの有用な１つの側面は、ユーザが、複数の再生モードのうちの１つを用い
てディスク・コンテンツ（ｃｏｎｔｅｎｔ：内容）を再生することを可能にすることであ
る。ＤＶＤフォーマット化されたディスクは、一般的に、１つ以上のビデオ・タイトルを
含むように作成（制作）されまたは書かれて（ａｕｔｈｏｒ）いる。各ビデオ・タイトル
は、指定されたプログラム（番組）ユニット、例えば１つの映画またはテレビジョンの１
エピソード（１回分）に対応する。各ビデオ・タイトルは、チャプタ（ｃｈａｐｔｅｒ：
章）ともいわれる１つ以上のタイトルの部分のユニット（ｐａｒｔ　ｏｆ　ｔｉｔｌｅ　
ｕｎｉｔ：パートオブタイトル・ユニット）に分割されていてもよい。各チャプタは、ビ
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デオ・タイトルの所定の一部分に対応する。このフォーマットに従って、ディスク・プレ
ーヤは、特定のビデオ・タイトルの複数のチャプタを複数の再生モードのうちの１つで再
生するよう構成（装置構成）してもよい。利用可能な再生モードは、通常、１）標準、２
）ランダム、および３）プログラムを含んでいる。標準では、ディスク・プレーヤがデフ
ォルト・シーケンスで、通常は開始点（始め）から終了点（終わり）まで、そのディスク
を再生する。ランダムでは、複数のチャプタがランダムな順序で再生される。プログラム
では、複数のチャプタがユーザによってプログラムされたシーケンスで再生される。
【０００４】
ディスク・プレーヤの再生モード設定を変更するためには、ユーザは、通常、ディスク再
生を停止させ、適当なプレーヤ・セットアップ（設定）メニューを呼び出し、所要の選択
を行い、ディスク再生を再開しなければならない。ユーザがディスク再生を直接的に開始
しおよび停止させるよう要求されることがたとえなかったとしても、ディスク・プレーヤ
は、ユーザが再生モードを選択したときに、ディスク再生を自動的に停止しディスク再生
を再開する。ユーザが頻繁に再生モードを変更したいと思う場合には、ディスク再生を停
止させディスク再生セットアップ・メニューをナビゲート（ｎａｖｉｇａｔｅ：操縦、誘
導）させる要求は、直ぐに厄介になり得る。従って、ユーザがディスク再生の期間にディ
スク・プレーヤの再生モード設定を動的に変更すること、即ち、ディスプレイ（ｄｉｓｐ
ｌａｙ：表示器）の一部においてビデオ・タイトルが再生を継続している状態で再生モー
ドを変更することを可能にすることが望ましい。
【０００５】
（発明の概要）
本発明によれば、ユーザがディジタル・ビデオ装置、特にＤＶＤプレーヤ、の再生モード
を動的に変更することを可能にするためのユーザ・インタフェース、方法および装置が実
現される。利点として、本発明によって、タイトルの再生を停止させプレーヤ・セットア
ップ・メニューを呼び出してそのメニュー中をナビゲートする必要もなく、そのプレーヤ
の再生モード設定をユーザが動的に変更することが可能になる。
【０００６】
（発明の実施の形態）
本発明を図面を参照して説明する。
【０００７】
ディスクから圧縮されたビデオおよびオーディオ・データを読み取りＤＶＤ仕様に従って
そのデータを処理するように適合化されたディジタル・ビデオ装置を参照して、典型例の
実施形態を説明するが、本発明は、ディジタル・ビデオおよびオーディオ・データを処理
することのできる任意のディジタル・ビデオ装置に使用してもよいと理解すべきである。
そのデータは別々のデータ・ブロックの形式で格納されまたは受け取られ、そのデータ・
ブロックは特定の再生シーケンスに従って再生される。
【０００８】
図１は、本発明の動的再生モード選択機能（ｄｙｎａｍｉｃ　ｐｌａｙｍｏｄｅ　ｓｅｌ
ｅｃｔｉｏｎ　ｆｅａｔｕｒｅ）を実行するのに適した典型例のディジタル・ビデオ・プ
レーヤの基本的構成要素を示すブロック図である。一般に、その構成要素の組立
（構成）および動作は、この分野の通常の専門家には知られており、ここでは詳しくは説
明しない。ディスク・プレーヤ２４は、サーボ・プロセッサ２９の制御の下でディスクを
回転させディスク上に蓄積された情報を読み出すモータおよびピックアップ組立体（構体
）２６を含んでいる。プリアンプ（前置増幅器）２７およびＤＶＤデータ処理ユニット２
８は、モータおよびピックアップ組立体２６からの電気的パルスを、ディジタル・オーデ
ィオ／ビデオ復号器ユニット３０によってさらに処理できるディジタル・データに変換す
る。ＤＶＤデータ処理ユニット２８は、典型的には、例えばディスクから読み出された生
データの復調、エラー訂正およびデスクランブルのような諸機能を実行して、そのデータ
が復号器ユニット３０に適したフォーマットになるようにする。
【０００９】
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復号器ユニット３０は、復調され、エラー訂正され、デスクランブルされたデータを受け
取って、そのデータを処理し、適当なビデオおよびオーディオ信号を例えばテレビジョン
装置のような表示ユニットに供給する。復号器ユニット３０に含まれているデータストリ
ーム・デマルチプレクサ（分離器）３２は、データ処理ユニット２８からのデータを、ビ
デオ・ストリーム、オーディオ・ストリームおよびサブピクチャ・ストリームを含んだ複
数の個別のデータストリームに分離して、その各データストリームをそれぞれのデータ復
号器に供給する。ビデオ復号器３１はビデオ・ストリームを受け取り、ビデオ信号をミク
サ３３に供給する。サブピクチャ復号器３４はサブピクチャ・ストリームを受け取り、デ
ータをオンスクリーン表示（Ｏｎ－Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＯＳＤ）制御器３５
に供給し、その制御器３５はＯＳＤビデオ信号をミクサ３３に供給する。ミクサ３３から
の合成された（組み合わされた）ビデオ信号がＮＴＳＣ／ＰＡＬ符号化器４２に供給され
、符号化器４２は、適当なビデオ信号標準に準拠するビデオ信号をビデオ表示装置に供給
する。オーディオ復号器３６は、データストリーム・デマルチプレクサ３２からオーディ
オ・ストリームを受け取り、適当なオーディオ信号をオーディオ・システムに供給する。
【００１０】
マイクロコントローラ４０はディスク・プレーヤ２４の動作を制御する。マイクロコント
ローラ４０はユーザ制御装置４１に結合される。ユーザ制御装置４１は、ＩＲ（赤外線）
遠隔制御装置、フロントパネル・ボタン、等からなり、ユーザ制御装置４１からのデータ
を変換して、上述のディスク・プレーヤ２４の種々の構成要素の動作を制御する。典型的
には、マイクロコントローラ４０は、親権者（パレンタル、教育上の、未成年者保護）ロ
ックアウト、暗号形のディスクの解読、および暗号化されたのＤＶＤデータにアクセスす
るための遠隔の制御器へのダイヤリングを含めた、但しこれらに限定されない、ディスク
・プレーヤ２４の種々のアクセス機能を制御するようにも構成される。マイクロコントロ
ーラ４０は、専用集積回路、または復号器／制御器（コントローラ）ユニットの一部を含
めた、但しこれらに限定されない、種々の形態で実施構成してもよい。マイクロコントロ
ーラ４０は、ＳＧＳトムソン社（Ｔｈｏｍｓｏｎ）によって製造されたＳＴＩ５５００を
含めた、但しこれらに限定されない、複数の適当な制御器ユニットの中の１つで構成して
もよい。
【００１１】
図２は、プレーヤ領域（ｐｌａｙｅｒ　ｄｏｍａｉｎ）６０とディスク領域６２の間のナ
ビゲーション方式（スキーム）を示している。図２に示されているように、プレーヤ領域
６０は、ユーザがそのプレーヤの或る動作条件（状態）を、例えば親権者制御格付け（ｐ
ａｒｅｎｔａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｒａｔｉｎｇ）を選択することを可能にするプレーヤ
・メニュー６１を含んでいる。また、ＤＶＤ領域６２は、それぞれのビデオ・タイトル（
ｖｉｄｅｏ　ｔｉｔｌｅ）に関する情報を与えるためのタイトル・メニュー６４を含んで
いる。タイトル・メニュー６４からのオンスクリーン選択は、ユーザを、ルート（ｒｏｏ
ｔ）メニュー６５用の手段を含んでいるタイトル再生ブロック６３に移す。ルート・メニ
ュー６５は、ディスク上に作成され（書き込まれ）ていて、サブタイトル、オーディオ・
トラックおよびカメラ・アングルを含めた、但しこれらに限定されない、ディスク上の利
用可能なオプションに関する情報を与える。
【００１２】
そのディスクがその上に作成されたルート・メニュー６５を含んでいない場合は、ユーザ
に対する利用可能なオプションを識別し表示するディスク上に蓄積された実際のビデオお
よびオーディオ情報から生成される情報表示を発生する手段を含んでいることが望ましい
。そのような手段を設けることが情報表示ブロック６６によって示されている。情報表示
ブロック６６がＤＶＤ領域６２の内部に示されているが、その情報表示は、そのディスク
上に作成された情報に基づいてプレーヤ２４によって発生される。その代替構成として、
ディスク・プレーヤ２４は、ＤＶＤ領域６２にルート・メニュー６５が存在したとしても
、ルート・メニュー６５ではなくて情報表示ブロック６６をユーザが選択することを可能
にするように構成されていてもよい。
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【００１３】
図３は、ＤＶＤ仕様に従った、ディスク・プレーヤ２４と共に使用するのに適したディス
ク上に蓄積されたプログラム・データおよび制御データの構成を示している。そのデータ
構成は階層的である。各データ・ブロックはコンポーネント（成分）データ・ブロックに
分割されており、そのコンポーネント・データ・ブロックはさらに小さいコンポーネント
・データ・ブロックに分割されている。各ビデオ・タイトル・セット（組）は、例えば１
つの映画またはテレビジョン番組（ｓｈｏｗ：ショー）の１エピソード（１回分）等の指
定されたプログラム（ｐｒｏｇｒａｍ：番組）ユニットに対応し、複数のビデオ・オブジ
ェクトからなるビデオ・オブジェクト・セット（ｖｉｄｅｏ　ｏｂｊｅｃｔ　ｓｅｔ）で
構成されている。
【００１４】
各ビデオ・オブジェクトは複数のセルで構成されており、それは例えばビデオ、オーディ
オ、サブピクチャ等のような複数のデータ・ユニット・タイプを有するプレゼンテーショ
ン用のデータ・ユニットとみなしてもよく、また各ビデオ・オブジェクトはプログラム・
セグメントに対応する。各セルは複数のビデオ・オブジェクト・ユニット（Ｖｉｄｅｏ　
Ｏｂｊｅｃｔ　Ｕｎｉｔ：ＶＯＢＵ）で構成されている。各ＶＯＢＵは１つのナビゲーシ
ョン・パック（Ｎａｖｉｇａｔｉｏｎ　Ｐａｃｋ：ＮＡＶ＿ＰＡＣＫ）および複数のパッ
クで構成されている。その各パックはさらに複数のパケットに細分割されている。ＶＯＢ
Ｕは、一般的に、関連する制御データ構成ＮＡＶ＿ＰＡＣＫを有するＭＰＥＧ２グループ
・オブ・ピクチャ（Ｇｒｏｕｐ　ｏｆ　Ｐｉｃｔｕｒｅ：ＧＯＰ）に対応する。各ＶＯＢ
ＵのＮＡＶ＿ＰＡＣＫは、現在のＶＯＢＵに対するＶＯＢＵのセクタ・アドレス（時間的
プレゼンテーション順序の順方向および逆方向の両方向のセクタ・アドレス）のような情
報と、現在のＶＯＢＵに対応するセル・プレゼンテーションにおける経過時間の量（長さ
）とを含んでいる。
【００１５】
ＤＶＤ仕様に従って蓄積されたデータは、データを提供（プリゼント）する形態に柔軟性
を与えるためにプレゼンテーション構成に論理的に編成されている。図４は、ＤＶＤ仕様
に従った、ディスク・プレーヤ２４と共に使用するのに適したプレゼンテーション構成を
示している。このプレゼンテーション構成は図３に示されたデータ構成の上にオーバレイ
（ｏｖｅｒｌａｙ：重ね合わ）される。ベース（基本）レベルでは、プレゼンテーション
・シーケンスはプログラム（Ｐｒｏｇｒａｍ：ＰＧ）９６によって規定される。その各プ
ログラムは、セルを指すポインタのリンクされたリスト（ｌｉｎｋｅｄ　ｌｉｓｔ：リン
ク・リスト）を含んでいる。複数のＰＧ９６が組み合わされてプログラム・チェーン情報
（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｃｈａｉｎ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＰＧＣＩ）９４が形成され、
複数のプログラム・チェーン情報９４が組み合わされてプログラム・チェーン（Ｐｒｏｇ
ｒａｍ　Ｃｈａｉｎ：ＰＧＣ）９２が形成される。
【００１６】
ビデオ・タイトルのプレゼンテーション（出力、提供、上映）の期間において、ディスク
・プレーヤ２４は、ユーザ選択のタイトルおよび親権者格付け選択（好み）のような基準
に基づいて、適当なＰＧＣを選択して主要テーブルにロードする。その後、ディスク・プ
レーヤ２４は、ＰＧに含まれているリンクされたポインタのリストに基づいてそのディス
クに蓄積されているデータを読み出す。知られているように、ディスク・プレーヤは、一
般的に、そのディスクからデータを読み出すために種々のルック・アヘッド（ｌｏｏｋ　
ａｈｅａｄ：先読み）アルゴリズムを用い、継ぎ目なしプレゼンテーションを行うために
実際のプレゼンテーションの前にシステム・バッファにデータを格納する。
【００１７】
前述のように、蓄積メディアは、再生モードと呼ばれるユーザ選択可能な相異なる順序で
再生され得る、しばしばチャプタ（ｃｈａｐｔｅｒ）と呼ばれる複数のプログラム部分を
含んでいてもよい。また、前述のように、ユーザは、メニューを動的に（ｄｙｎａｍｉｃ
ａｌｌｙ）呼び出してディスク・プレーヤ２４の再生モード（ｐｌａｙｍｏｄｅ：ＰＭ）
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を変更することができる。このようにして、ディスク・プレーヤを通して蓄積メディアか
ら再生中のプログラムをビデオ表示器上で見ている間に、ユーザは、ユーザが変更したい
と思う度にディスク再生を停止させてビデオ再生を再開しようとする不便さを経験する（
経る）ことなく、メニューを呼び出してこれら相異なる再生モード（ｐｌａｙｍｏｄｅ：
ＰＭ）を変更することができる。
【００１８】
利用可能な相異なる再生モード（ＰＭ）は、（１）標準ＰＭ、（２）ランダムＰＭ、およ
び（３）プログラム可能な（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ）ＰＭである。標準ＰＭによって
、ディスク上の複数のチャプタを、通常は開始点から終了点までのデフォルト・シーケン
ス（ｄｅｆａｕｌｔ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ）で再生することが可能になる。ランダム（ｒａ
ｎｄｏｍ）ＰＭは複数のチャプタをランダムな順序で再生する。プログラム可能なＰＭは
、ユーザによって指定されたシーケンスで複数のチャプタを再生する。ディスク・プレー
ヤ２４は、ユーザ入力に応答して、全ての可能なＰＭを判定し、どのＰＭが実際に作動（
ａｃｔｕａｔｉｏｎ）に利用可能かを判定する。例えば、ディスク・プレーヤ２４は、蓄
積メディアがビデオ・タイトル・セット（Ｖｉｄｅｏ　Ｔｉｔｌｅ　Ｓｅｔ）の中に１つ
より多い（２つ以上の）チャプタを含んでいるかどうかを判定する。それが１つより多い
チャプタを含んでいない場合には、そのプレーヤはＰＭをランダムにまたはプログラム可
能に変更することはできない。さらに、ディスク・プレーヤ２４は、そのディスク上の複
数のチャプタが再生に用いることができるかどうかを判定する。例えば、全てのチャプタ
がＲ格付けで、親権者（パレンタル）制御格付けがＧ格付け（Ｇ－ｒａｔｅｄ）のチャプ
タの再生だけを許容する場合には、そのプレーヤはそのＰＭをランダムにまたはプログラ
ム可能に変更することはできない。
【００１９】
どようなＰＭが可能かを判定しおよび実際に利用可能なＰＭを判定した後、メニューが発
生される（図５の表示１１０に示されているもの）。ユーザがＰＭを変更する場合には、
ディスク・プレーヤは、ユーザに、その変更が現在のタイトルだけに影響を与えるのかま
たは全ての将来（その後）のタイトルに影響を与えるのかを尋ねる。次いで、ユーザは制
御装置４１を用いて、ユーザ選択を行う。そのプレーヤが現在のビデオ・タイトルに対し
てだけＰＭを変更することを選択する場合には、ディスク・プレーヤ２４は、現在のタイ
トルの再生が完了したときに前のＰＭに復帰し（戻り）、それ以外の場合には選択された
ＰＭはユーザによって変更されるまでその効力
（効果）を維持する。
【００２０】
ディスク・プレーヤ２４において種々の再生モードが次のように実行される。標準モード
では、ディスク・プレーヤ２４はディスク上に規定されたプレゼンテーション・シーケン
スに従う。プレゼンテーション・シーケンスは、上述のような制御ブロックに含まれてい
るプログラム・チェーン情報におけるテーブルによって規定されている。ランダム・モー
ドでは、ディスク・プレーヤ２４は、各チャプタをマップ（ｍａｐ）するプライベート（
ｐｒｉｖａｔｅ：秘密）テーブルを発生し、その再生順序に基づいて各チャプタに特定の
値を割り当てる。各チャプタに対するボーダ（ｂｏｒｄｅｒ：境界）は、そのディスク中
から前にロードされたプログラム・チェーン情報に基づいて知られる。その後、乱数（ｒ
ａｎｄｏｍ　ｎｕｍｂｅｒ：ランダム数）発生器を用いてプレゼンテーション用のチャプ
タをランダムに選択し、任意の１つのチャプタが反復される少なくとも１つ前に各チャプ
タが提示されることを保証するためにチェック・アルゴリズム（ｃｈｅｃｋｉｎｇ　ａｌ
ｇｏｒｉｔｈｍ）を実行すればよい。プログラム可能モードでは、ディスク・プレーヤ２
４は、ユーザから所望のシーケンスを受け入れ、シーケンス中の複数のチャプタの各々に
対する境界（ｂｏｕｎｄａｒｙ）情報をリスト（ｌｉｓｔ：列挙）するプライベート・テ
ーブルを生成する。その後、ディスク・プレーヤ２４は、そのプライベート・テーブル中
のそのリストに従って複数のチャプタを提示する。ディスク・プレーヤ２４はプレゼンテ
ーション・シーケンスを変えるためにそのディスクから既にロードされていたチャプタ境
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界情報から補足（補助）テーブルを生成するということが分かる。
【００２１】
再生モードの動的選択（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）をイネーブル（ｅｎａｂ
ｌｅ）およびディスエーブル（ｄｉｓａｂｌｅ）することが可能である。ＰＭの表示およ
び動的選択を実行する方法のイネーブル／ディスエーブルは、セットアップ動作モードの
期間にそのシステムのオンスクリーン表示プロセッサによって生成されたセットアップ・
オプション表示上で所望のモードを選択することによって生じる。セットアップ動作モー
ドは、ＰＭ選択イネーブル／ディスエーブルに加えて、例えば、ビデオ処理特性、音声特
性、クローズド・キャプション（ｃｌｏｓｅｄ　ｃａｐｔｉｏｎ）等のような種々の機能
を制御することを可能にするものであって、例えば遠隔制御装置上の制御ボタンを押下す
ることによって付勢されればよい。所望の機能／モード／設定は、全て公知の形態で遠隔
制御器上のボタンを用いることによって、表示されたセットアップ・メニュー中から選択
される。
【００２２】
図６は、ＤＶＤプレーヤ上で複数のＰＭの中の特定のものを表示してその中から動的に選
択することを実現するための諸ステップを例示するフローチャートを示している。ステッ
プ１２７において、ディスク・プレーヤ２４は、ユーザが再生（ＰＬＡＹ）命令を送るの
を待ち、再生命令を受け取ったときに複数のＰＭを求めてそのディスクまたはビデオ・タ
イトル・セットをサーチ（ｓｅａｒｃｈ：検索）する。ステップ１２８において、ユーザ
は、再生モードを変更する機会をユーザに与えるための或る指定されたボタンを押下する
ことができる。ステップ１３０において、ディスク・プレーヤ２４は全ての可能なＰＭを
決定する。ステップ１３２において、ディスク・プレーヤ２４は、どのＰＭが利用可能な
のかを決定し、即ち親権者ブロックでブロックされないＰＭまたはイネーブルされないＰ
Ｍを決定する。ステップ１３４において、オンスクリーン表示１１０は、ディスク・プレ
ーヤ２４によって発生されたビデオ表示上に公知の形態でオーバーレイされ、ユーザがビ
デオ表示の背景部分においてタイトル再生を見続けながら、ユーザがＰＭを変更すること
を可能にする。オンスクリーン表示１１０は、存在しかつ利用可能なＰＭと、存在するが
利用できないＰＭとの間の区別を行う。ステップ１３６において、ユーザは利用可能なＰ
Ｍを選択することが可能になる。そのメニュー表示は、利用可能なＰＭのユーザ変更をト
ラック（追従）する。ステップ１３８において、ディスク・プレーヤ２４は、そのＰＭを
新しいＰＭに切り換えてそれを再生する。ステップ１４０において、ディスク・プレーヤ
２４が新しいＰＭに切り換えてそれを再生した後は、オンスクリーン表示１１０は、もは
やディスク・プレーヤ２４によって発生されたビデオ表示の上にオーバーレイ（ｏｖｅｒ
ｌａｙ）されることはなくなり、ビデオ信号処理システムは通常の表示に戻る。
【００２３】
図７は、本発明の原理に従ってＤＶＤプレーヤ上でＤＶＤディスク上の複数のＰＭを表示
し、その中から動的に選択することを実現するための方法の別の実施形態をフローチャー
ト形式で示している。図６に示した諸ステップと同じ図７の諸ステップは、図６における
参照番号と同じ参照番号を持っており、上述のように図６における対応する諸ステップと
同様の形態で動作し、ここで再び説明することはしない。図７には、ユーザが複数の相異
なるＰＭの中の１つを選択する動作モードを選択的にイネーブルする構成が示されている
。具体的には、図７に含まれているステップ１２８に続くステップ１４４は、ＰＭへのア
クセスがイネーブルされたかどうかを判定するテストを行う。ＰＭを動的に変更するため
のアクセスがディスエーブルされた場合は（ステップ１４６における“ＮＯ”という結果
）、ステップ１４４の後にステップ１４２が続き、ステップ１４２において、そのＰＭを
変更する機会をユーザに与えることなく、そのルーチンを出る。この場合、ユーザが希望
する場合は上述の通常のセットアップ・メニューをナビゲートすることによってその再生
モードの起動の前にＰＭの変更が発生しなければならない。それ以外の場合は、ステップ
１３０およびその後のステップが実行されて、ユーザが再生モードを選択することが可能
になる。
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【００２４】
本発明を典型例の実施形態について説明したが、本発明の本質を逸脱することなく開示さ
れた実施形態に変形および変更を加えてもよいことはこの分野の専門家には明らかである
。また、本明細書において、再生モード選択機能は、例えばマイクロコントローラにおい
て組み込まれたソフトウェアを用いることによって、上述のディスク・プレーヤ２４の各
構成要素を制御するための多数の通常の公知の方法またはその方法の組合せの中の任意の
１つを用いて実行してもよいという認識がある。従って、本発明は本発明の真の範囲およ
び精神の範囲内の全ての変形形態をカバーするよう意図されていると理解すべきである。
【図面の簡単な説明】
【図１】　図１は、本発明の動的再生モード選択機能を実現するのに適したディジタル・
ビデオ・ディスク・プレーヤのブロック図である。
【図２】　図２は、ディスク・プレーヤ領域とＤＶＤ領域の間のナビゲーションを示すブ
ロック図である。
【図３】　図３は、ＤＶＤ仕様に従うデータ構成のブロック図である。
【図４】　図４は、ＤＶＤ仕様に従うプレゼンテーション構成のブロック図である。
【図５】　図５は、本発明の動的再生モード選択機能と共に用いるのに適したオンスクリ
ーン表示である。
【図６】　図６は、ＤＶＤプレーヤ上の複数のＰＭの中の特定のものを表示しその中から
動的選択を行うための諸ステップを示すフローチャートである。
【図７】　図７は、本発明の原理に従う、ＤＶＤプレーヤ上のＤＶＤディスク上の複数の
ＰＭの中から表示および動的選択を実行するための方法の別の実施形態をフローチャート
形式で示している。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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